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１ 外部被ばく・内部被ばくについて
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事務局補足：シーベルト（Sv）は確率的影響（発がん）のリスク指標として用いられ、
確定的影響（組織反応）には臓器組織の吸収線量（Gy）を用いる（後述）。
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２ 放射線被ばくと健康影響について
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※事務局補足：遺伝的障害については、動物実験で見ら
れるのみでヒトでは確認されていません。
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２ 前回報告した原爆関係の内部被曝
に関する評価について
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○ 原爆放射線量については、1945年8月から11月までに「残留放射線」量の実測が可能
な時期の研究成果がDS86にまとめられている。その結果から集団平均としての「残留
放射線」被曝量は「初期放射線」被曝量の推定誤差範囲内であることが示されている。

○ 賀北部隊約250名のうち、原爆投下翌日の8月7日から13日までの間の行動記録が克
明に残っていた99名について被ばく線量の推定計算を行った結果、最大100ミリシーベ
ルト、平均値は13ミリシーベルトであった。また昭和20年8月から42年間にわたるこの99
名の死亡率調査では、全死因とがんに関して全国平均と比べ差は認められなかった。

○ 寿命調査の一部で、原爆投下後1ヶ月以内に、広島・長崎両市に入市した4,512名に
ついての1950年から1978年までの死因調査があるが、死亡数（全死因及びがんによる）
が増加している証拠はなかった。

○ 放射性物質の降下量が最も多かった、長崎市西山地区で実施された研究結果では、
「内部被ばく」が高かったと考えられる住民50名を対象にし、ホールボディーカウンター
で「内部被ばく」線量を測定した結果、1945年から40年間の積算線量は、男性0.1ミリ
シーベルト、女性0.08ミリシーベルトで、世界の自然放射線被ばく量40年分の1,000分の
1程度という低い値であった。

※）残留放射線の個人被曝線量を計算するためには、被爆直後から数日の行動調査、長期間の飲
食の記録が必要であるが現実的には困難であるが、残留放射線の被曝線量は、初期放射線より
はるかに少なく、残留放射線の正確な情報がなくても、リスク推定値に影響がないことはわかる。

『「残留放射線」に関する放射線影響研究所の見解』（2012,12月）
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西山地区住民の内部被ばく調査

• 1969年にホールボディカウンターを用いて、西山地区住民と同数の対照者に
ついてCs-137の内部負荷を測定。

• 1969年に高い値を示した15名中10名を1981年に再測定し、継続的なCs-137
の摂取を含めた（※）有効な半減期を導出（7.4年）。
※通常Cs-137は尿などの形で対外に排泄されるため、身体内のCs-137は約
100日で半減する（生物学的半減期）

• 有効な半減期7.4年を用いて、1969年当時に見られた差（西山地区住民と対
照者の差）を全て残留放射能由来と仮定し、40年間分の被曝線量を求めたと
ころ、男性10mrem(=0.1mSv）、女性8mrem(=0.08mSv）であった。
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<1969年> 西山地区住民 対照者
男性(n=20) 38.5 25.5
女性(n=30) 24.9 14.9

1969年 1981年
1969年に高かった
者（n=10）

48.6 15.6

この差を残留放射能によるものと仮定 この差から有効半減期(7.4年)を導出

40年分の内部被曝線量（積算）を求めると、
男性10mrem(=0.1mSv）、女性8mrem(=0.08mSv）

出典：原爆線量再評価 広島および長崎における原子爆弾放射線量の日米共同再評価（DS86）
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